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ムネアカオオアリ：（c）橋本典久＋ SCOPE



片足の下にいる土壌動物の数（青木 1983 を改変）
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ふんさい

ふんさい

ふんさい

ふんさい

ふしょく



　

 

 
 

7

ふんさい

ふんさい



　

土を混ぜ合わせ団粒構造をつくる

耕耘（上の土を下に、下の土を上に運ぶ）

トンネルを掘る

有機物を多く含んだ土（もともとは地表近く
にある土）
無機物を多く含んだ土（もともと地中深くに
ある土）
有機物を多く含んだ土と無機物を多く含んだ
土が混ざり合った土
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くわ こううんき

かたまり だん

りゅうこうぞう

こううん
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ウスバカゲロウの幼虫（通称アリジゴク）：（c）橋本典久＋ SCOPE

かく
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はしゃ

ふん

ふん
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　原生林というイメージの強いブナの森、また、森
に詳しい方ならブナの森は落ち葉がふかふかと降り
と積もっているイメージも持っているだろう。
　しかし、豪雪地帯である十日町市のブナ林はそん
なイメージとはちょっと違う。まず、ブナは里山の
森なのである。田んぼの脇にブナ林という風景がよ
くみられ、人はブナの森から里山のめぐみを受けな
がら共に暮らしている。また、落ち葉でふかふかと
いうイメージも十日町市のブナ林にはそぐわない。
ブナは落葉樹なので、秋のブナ林はさすがにふかふ
かとした落ち葉に地面は覆われるが、それ以外の季
節は、以外と落ち葉の層が厚くないのである。
　なぜだろう？と最初に十日町市のブナの森を歩い
た時に思った。その謎は、一冬をここで暮らし分
かった。雪である。十日町市松之山の平均降雪量は、
10mを超し、積雪量は 3mを優に超す。それも湿っ
た重たい雪である。秋に降り積もった落ち葉は、春
の雪解け後には、雪に押し潰されて僅か 1cmほどに
なってしまうのである。この地の落ち葉は、ふかふ
かの絨毯というより、ペラペラのカーペットといっ
た感じなのである。
　そのせいであろうか、十日町市松之山のブナ林で
行った土壌動物相の調査では、太平洋側の広葉樹林
の同様の調査結果よりも明らかに種類も個体数も少
ない。
　もう一つ興味深いことに、ここでは、広葉樹林（ブ
ナ林）よりもスギの植林地の方が土壌動物の多様性

が高いのである。これにも豪雪と関係があるように
感じている。雪の降らない地域のスギ林と違い、こ
このスギ林は管理放棄されても林床が、極端に暗く
ならないのである（小雪地域の管理放棄されたスギ
林では林床が暗くなり過ぎて林床植生の崩壊と土壌
流出が問題となってる）。そのため、どのスギ林にお
いても林床は植物に覆われている。これは、おそらく、
雪のため、スギの横枝の張り出しが制限されている
ためではないかと推測している。また、スギは冬で
も全ての葉を落とすことのない常緑樹であること、
さらに、その落葉は細く、厚みがあり、また、枝ご
と落ちるため、雪の圧力を落葉樹よりも受けにくい
と考えられる。
　そのせいであろうか、十日町市松之山のスギ林の
土壌動物相はブナ林よりも種数、個体数共に高い値
を示す。
　これらの結果は、今まで主に太平洋側で蓄積され
た土壌動物理論、ひいては里山理論や生物多様性理
論の考え方と大きく異なってくる。本誌 34，35 頁
でも紹介した青木（1995）は、土壌動物の環境評価
手法としては、最も広く使われているが、これも主
に太平洋側でつくられた評価指数であるため、実は
当地域では当てはまりが悪いのである。
　つまり、雪国では、雪国ならではの土壌動物理論、
里山理論、生物多様性理論を築き上げていかなけれ
ばならないのであろう。

秋、ブナ林で地面を覆い尽くすほど大発生するホソムラサキトビムシの集団。これも雪国ならではの現象か！？



右の上から、トビムシ，アリ，ジムカデ，コガネムシの幼虫
左の上から、イレコダニ，イカダニ，アオイボトビムシ，ゴミムシダマシの幼虫



28



29

はね

プラステックカップ

もど



ろうと→

←金属製ザル
　（目の細かいもの）

←段ボール箱
　  （ろうとを差し込
         む穴をあける）

↓サンプル（土）

←市販の卓上ライト
（100 ｗ程度のもの）

簡易ツルグレン抽出装置の作成例

ガラス瓶（標本として保管する場合はアルコールを
入れる /生きた状態で観察する場合は水を入れる）

30

ふた



ストッキング
やガーゼなど
目の細かい布

サンプル（土）

簡易ベールマン抽出装置の作成例

ガラスシャーレ（口径 7～ 10cmのもの）

透明のゴム管

段ボール箱
（ろうとを差し込　　  
  む穴をあける）

クリップ
（大きく力の強いもの）

ろうと
（土が浸るくら
  い水を入れる）
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（ｇ）

硬度指数

かくらん



アリヅカムシ コムカデ ヨコエビ イシノミ ヒメフナムシ

カニムシ ミミズ ナガコムシ アザミウマ イシムカデ

あしは 15 対以下
尾突起なし

あしは 21 か 23 対

シロアリ ハサミムシ ガの幼虫 ワラジムシ ゴミムシ

ゾウムシ 甲虫 甲虫の幼虫 カメムシ

体長 1㎝ 以下，白色
あしは 12 対以下
尾突起あり

ヒメミミズ ダンゴムシ クモ ダニ トビムシ

アリ ハネカクシ ハエ･アブの幼虫
白色で体長 2㎝以下

い
い
環
境
に
い
る
虫
た
ち

そ
こ
そ
こ
い
い
環
境
に
い
る
虫
た
ち

い
い
環
境
に
も

悪
い
環
境
に
も
い
る
虫
た
ち

あしは 31 対以上

尾の数 3本

尾突起 2本

1体節からあし 2本

オオムカデザトウムシ 貝・ナメクジ ヤスデ ジムカデ

あし 4対，クモよ
りもあしが細長い

大きなハサミがある はねに毛がある

お尻にハサミがある
後方にあしのような
ものがある

丸くなる

丸くならない

丸くならない
尾は枝状

細長く
はねが半分しかない 頭もあしもない

あし３対、はねない
体長２ミリ以下

あし 4対、胸部と腹
部のくびれなし

あし 4対、胸部と腹
部のくびれあり

褐色で、前方に白っ
ぽい帯がある

頭部は尖り、
腹部は丸い

白く、胸部と腹部
のくびれがない

あし３対
触角はまっすぐ

体表が硬い
あしは前方に 3対、
後方のあしはない 口がストロー状

ごつごつした体つき
はねが半分しかない

左右に扁平
ピョンピョン跳ねる

土壌動物を用いた「自然の豊かさ」評価（青木 1995）を改変．
＊「種類数」をかけて下さい．つまり，アリを 100 匹捕まえても 1点です．　＊形態の特徴の記述には例外もあります。
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難しい漢字・専門的な用語の説明
鋏＝はさみ
数珠＝じゅず
尾突起＝びとっき（お尻の突起物）
翅＝はね（虫のハネは「羽」でなく、「翅と」書く）
扁平＝へんぺい（平たいという意味）
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ふた

せっけん
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のぞ
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ふんさい

ふんさい ふんさい
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なかま
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たがや
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たがや
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かえ
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　人が生きていくために必要な水と空気を生み出す
森。その森を支える土、その土をつくる土壌動物たち。
森と土、そして、そこに暮らす生物たちは一体となり、
守り育てていかなくてはならないものである。
　このことを一般の方々へ知って頂くため、十日町
市立里山科学館「森の学校」キョロロでは、本誌と
同じタイトル「森を支える小さな戦士－落ち葉の下
の生き物たち－」と題し、土と土をつくる土壌動物
についての企画展を開催した。
　土壌動物は、小さな生き物であるため、そのまま
標本を並べても、迫力がないどころか肉眼で見るこ
とすらも出来ないものがほとんどである。そのため、
展示には色々な工夫を凝らした。
　土壌動物の解説パネルの前には顕微鏡などを使っ
て出来る限り実物を展示した。一番人気だったのが、
顕微鏡を使い、クモの頭部全面をドアップで見せた
ものであった。また、それとは別に土壌動物覗き穴
パネルもつくり、約 20 台の顕微鏡を使って、土壌
動物の多様性を展示した。顕微鏡をはめ込んだパネ
ルのキャラクターの効果もあり、楽しみながら土壌
動物の多様性を理解していたようである。
　また、土壌動物の数の多さを体感してもらう展示
として、光りのトンネルコーナーを作成した。トン
ネルの前は、カーテンで仕切り、その前に一つまみ

程度（約 30cm2）の土を入れ、「この土の中にどれ
ぐらいの動物がいるでしょう？」と質問を投げか
けてトンネルに入ってもらう。トンネルの中には約
3000 個の発光ダイオードが点滅しており、この光
りの数が土壌動物の数であると説明する。この展示
により、感覚的に土の中にはものすごくいっぱいの
土壌動物がいることを理解したもらえたようである。
　また、その他にもミミズやダンゴムシ、アリジゴ
クなどを触れる土壌動物ふれあいコーナー、世界の
土壌動物飼育展示コーナー（ウデムシ、サソリ、巨
大ヤスデなど）、クイズボックス、拡大精巧模型、超
拡大段ボール模型、研究道具コーナー、土壌動物図
書コーナーなども設けた。この中でも、地味に人気
を博していたのが、ツルグレン装置で抽出された土
壌動物を顕微鏡で見てみるコーナーであった。ここ
では、抽出された土壌動物を水で受けていたため、
生きたままの状態で見ることがきるように工夫した
（水の表面張力によって小さな土壌動物は沈まない）。
　また、当館では、青木淳一先生、福山研二先生、
金子信博先生、皆越ようせい先生による土壌動物関
連の講演会を開催したり、一般のお客さんを対象と
した自然観察会、小中学校の総合学習やその教員に
向けての研修会などを実施し土壌動物の魅力と重要
性を伝えている。

皆越ようせい氏の写真展

精巧模型（茨城県博所蔵品）

おさわりコーナー

段ボール巨大模型（茨城県博所蔵品）

パネルと実物の展示

クイズボックス

覗き穴コーナー

生きた土壌動物を顕微鏡で観察

光りのトンネルコーナー
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砂　　　　　　　　畑の土　　　　　　森の土

た く わ

ふん
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